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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】機器のトラブルシューティングにおいて、根本
原因の発見および現場作業に有用なハンドヘルド装置を
提供する。また技術者が器具の接続および再接続に費や
す時間を低減することができるシステムを提供する。
【解決手段】少なくとも一つの補助装置２４は、主装置
２２から離れた位置にあって少なくとも第２のパラメー
タのテストやモニタリングをする。主装置２２は、第１
のパラメータのテストやモニタリングおよび結果データ
をユーザー用に表示する。また、主装置２２は、補助装
置２４からデータを受信し、当該データをユーザー用に
主装置２２上に表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のパラメータを測定し、第１の測定値を決定する測定システムと、
　個別測定装置から少なくとも一つの第２の測定値を受信する受信システムとを備え、
　前記第２の測定値が、第２のパラメータを測定する前記個別測定装置における測定シス
テムによって決定される
ことを特徴とするホストハンドヘルド測定装置。
【請求項２】
　少なくとも前記第１および第２の測定値を表示するディスプレイを備えている、請求項
１に記載のホストハンドヘルド測定装置。
【請求項３】
　前記ホストハンドヘルド測定装置が、デジタルマルチメーターである、請求項１に記載
のホストハンドヘルド測定装置。
【請求項４】
　前記第１のパラメータが、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス、および周
波数からなる群から選択される、請求項１に記載のホストハンドヘルド測定装置。
【請求項５】
　前記第２のパラメータが、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス、周波数、
温度、相対湿度、音量、磁界、流速、湿度、回転速度、圧力、距離、光、および接触赤外
線からなる群から選択される、請求項１に記載のホストハンドヘルド測定装置。
【請求項６】
　前記ホストハンドヘルド測定装置のみを起動することによって前記ホストハンドヘルド
測定装置および前記個別測定装置が自動的に結合されて前記個別測定装置が前記ホストハ
ンドヘルド測定装置と通信するようなシングルエンド結合手順を用いて、前記ホストハン
ドヘルド測定装置が、前記個別測定装置との通信リンクを確立する、請求項１に記載のホ
ストハンドヘルド測定装置。
【請求項７】
　前記ホストハンドヘルド測定装置が、前記個別測定装置を制御する、請求項１に記載の
ホストハンドヘルド測定装置。
【請求項８】
　前記ホストハンドヘルド測定装置が、前記個別測定装置を制御しない、請求項１に記載
のホストハンドヘルド測定装置。
【請求項９】
　１００ｍ未満および２０ｍ未満からなる群から選択される半径で前記ホストハンドヘル
ド測定装置と前記個別測定装置とが通信する、請求項１に記載のホストハンドヘルド測定
装置。
【請求項１０】
　前記ホストハンドヘルド測定装置と前記個別測定装置との間の通信リンクの確立に応じ
て、前記ホストハンドヘルド測定装置が、ユーザーへの信号を生成する、請求項１に記載
のホストハンドヘルド測定装置。
【請求項１１】
　前記ホストハンドヘルド測定装置および／または前記個別測定装置によって決定された
測定値の表示が、前記ホストハンドヘルド測定装置のユーザーが識別できるように変更可
能である、請求項１に記載のホストハンドヘルド測定装置。
【請求項１２】
　前記受信システムが、複数の測定を実行して複数の測定値を前記ホストハンドヘルド測
定装置へ送信可能な複数の個別測定装置から測定値を受信する、請求項１に記載のホスト
ハンドヘルド測定装置。
【請求項１３】
　前記受信システムが、一対多ネットワークで通信する、請求項１２に記載のホストハン
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ドヘルド測定装置。
【請求項１４】
　ホストハンドヘルド測定装置によって第１のパラメータが測定され、第１の測定値が決
定され、
　前記ホストハンドヘルド測定装置によって個別測定装置から第２の測定値が受信され、
　前記第２の測定値が、第２のパラメータを測定する前記個別測定装置によって決定され
る
ことを特徴とする、ホストハンドヘルド測定装置を用いたパラメータ測定方法。
【請求項１５】
　前記第１および第２の測定値の双方が前記ホストハンドヘルド測定装置に表示される、
請求項１４に記載のパラメータ測定方法。
【請求項１６】
　第１のパラメータを測定し、第１の測定値を決定する測定システムと、
　第２のパラメータを測定可能な個別ホスト測定装置へ前記第１の測定値を送信する通信
システムとを備え、
　前記個別ホスト測定装置と前記通信システムとの間の通信リンクが、前記個別ホスト測
定装置のみを起動することによって自動的に確立される
ことを特徴とするハンドヘルドモジュール装置。
【請求項１７】
　前記通信システムが、前記個別ホスト測定装置へ定期的に信号を送信する、請求項１６
に記載のハンドヘルドモジュール装置。
【請求項１８】
　少なくとも前記第１の測定値を表示するディスプレイを備えている、請求項１６に記載
のハンドヘルドモジュール装置。
【請求項１９】
　ディスプレイを備えていない、請求項１６に記載のハンドヘルドモジュール装置。
【請求項２０】
　前記ハンドヘルドモジュール装置が、デジタルマルチメーターである、請求項１６に記
載のハンドヘルドモジュール装置。
【請求項２１】
　前記第１のパラメータが、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス、周波数、
温度、相対湿度、音量、磁界、流速、湿度、回転速度、圧力、距離、光、および接触赤外
線からなる群から選択される、請求項１６に記載のハンドヘルドモジュール装置。
【請求項２２】
　前記ハンドヘルドモジュール装置が、前記個別ホスト測定装置によって制御される、請
求項１６に記載のハンドヘルドモジュール装置。
【請求項２３】
　前記ハンドヘルドモジュール装置が、自律制御する、請求項１６に記載のハンドヘルド
モジュール装置。
【請求項２４】
　１００ｍ未満および２０ｍ未満からなる群から選択される半径で前記個別ホスト測定装
置と前記ハンドヘルドモジュール装置とが通信する、請求項１６に記載のハンドヘルドモ
ジュール装置。
【請求項２５】
　前記ハンドヘルドモジュール装置が、ユーザーへ情報を伝達する視覚信号、振動信号、
または聴覚信号を生成する、請求項１６に記載のハンドヘルドモジュール装置。
【請求項２６】
　前記ハンドヘルドモジュール装置が、前記個別ホスト測定装置の識別ができるように変
更可能である、請求項１６に記載のハンドヘルドモジュール装置。
【請求項２７】
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　第２のパラメータを測定し、第２の測定値を決定する第２の測定システムを備え、
　前記通信システムが、前記個別ホスト測定装置へ前記第２の測定値を送信する、請求項
１６に記載のハンドヘルドモジュール装置。
【請求項２８】
　個別ホスト測定装置が起動されることで、ハンドヘルドモジュール装置と前記個別ホス
ト測定装置との間の通信リンクが起動され、
　前記ハンドヘルドモジュール装置によって第１のパラメータが測定され、第１の測定値
が決定され、
　前記個別ホスト測定装置へ前記第１の測定値が送信され、前記個別ホスト測定装置によ
って決定される第２の測定値とともに前記個別ホスト測定装置に表示される
ことを特徴とする、ハンドヘルドモジュール装置を用いたパラメータ測定方法。
【請求項２９】
　第１のパラメータを測定し、第１の測定値を決定するハンドヘルド主装置と、
　第２のパラメータを測定し、第２の測定値を決定するハンドヘルド補助装置とを備え、
　前記ハンドヘルド補助装置が、前記ハンドヘルド主装置へ前記第２の測定値を送信する
ことを特徴とするパラメータ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項３０】
　前記ハンドヘルド主装置が、デジタルマルチメーターである、請求項２９に記載のパラ
メータ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項３１】
　前記第１のパラメータが、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス、および周
波数からなる群から選択される、請求項２９に記載のパラメータ測定ハンドヘルドシステ
ム。
【請求項３２】
　前記第２のパラメータが、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス、周波数、
温度、相対湿度、音量、磁界、流速、湿度、回転速度、圧力、距離、光、および接触赤外
線からなる群から選択される、請求項２９に記載のパラメータ測定ハンドヘルドシステム
。
【請求項３３】
　前記ハンドヘルド主装置が、少なくとも前記第１および第２の測定値を表示するディス
プレイを有する、請求項２９に記載のパラメータ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項３４】
　前記ハンドヘルド補助装置が、ディスプレイを有する、請求項２９に記載のパラメータ
測定ハンドヘルドシステム。
【請求項３５】
　前記ハンドヘルド補助装置が、ディスプレイを有しない、請求項２９に記載のパラメー
タ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項３６】
　前記ハンドヘルド主装置のみを起動することによって前記ハンドヘルド主装置および前
記ハンドヘルド補助装置が自動的に結合されて前記ハンドヘルド補助装置が前記ハンドヘ
ルド主装置と通信するようなシングルエンド結合手順を用いて、前記ハンドヘルド主装置
が、前記ハンドヘルド補助装置との通信リンクを確立する、請求項２９に記載のパラメー
タ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項３７】
　前記ハンドヘルド主装置が、前記ハンドヘルド補助装置を制御する、請求項２９に記載
のパラメータ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項３８】
　前記ハンドヘルド補助装置が、自律制御する、請求項２９に記載のパラメータ測定ハン
ドヘルドシステム。
【請求項３９】
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　１００ｍ未満および２０ｍ未満からなる群から選択される半径で前記ハンドヘルド主装
置と前記ハンドヘルド補助装置とが通信する、請求項２９に記載のパラメータ測定ハンド
ヘルドシステム。
【請求項４０】
　前記ハンドヘルド補助装置が、ユーザーへ情報を伝達する視覚信号、振動信号、または
聴覚信号を生成する、請求項２９に記載のパラメータ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項４１】
　前記ハンドヘルド主装置と前記ハンドヘルド補助装置との間の通信リンクの確立に応じ
て、前記ハンドヘルド主装置が、ユーザーへの信号を生成する、請求項２９に記載のパラ
メータ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項４２】
　前記ハンドヘルド主装置および／または前記ハンドヘルド補助装置によって決定された
測定値の表示が、前記ハンドヘルド主装置のユーザーが識別できるように変更可能である
、請求項２９に記載のパラメータ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項４３】
　第３のパラメータを測定し、第３の測定値を決定する追加のハンドヘルド補助装置を備
え
　前記追加のハンドヘルド補助装置が、前記ハンドヘルド主装置へ前記第３の測定値を送
信する、請求項２９に記載のパラメータ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項４４】
　前記ハンドヘルド主装置が、前記ハンドヘルド補助装置と一対多ネットワークで通信す
る、請求項４３に記載のパラメータ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項４５】
　第１の測定を実行する主装置と、
　第２の測定を実行し、前記主装置へ前記第２の測定を送信する補助装置とを備え、
　前記主装置のみを起動することによって前記主装置および前記補助装置が自動的に結合
されて前記補助装置が前記主装置と通信するようなシングルエンド結合手順を用いて、前
記主装置が、前記補助装置との通信リンクを確立する
ことを特徴とするパラメータ測定ハンドヘルドシステム。
【請求項４６】
　主装置によって電気的、機械的、または物理的パラメータである第１の測定が実行され
、
　補助装置によって第２の測定が実行され、
　前記主装置へ前記第２の測定が送信され、
　前記主装置のディスプレイに前記第１および第２の測定の双方が表示される
ことを特徴とする、ハンドヘルドシステムを用いたパラメータ測定方法。
【請求項４７】
　主装置のみが起動されることによって補助装置が前記主装置に結合されて前記主装置と
前記補助装置との間の通信リンクが自動的に確立され、
　前記主装置によって第１の測定が実行され、
　前記補助装置によって第２の測定が実行され、
　前記主装置へ前記第２の測定が送信される
ことを特徴とする、ハンドヘルドシステムを用いたパラメータ測定方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　機器のトラブルシューティングにおいて、技術者は、概して、根本原因の発見および現
場作業に有用なハンドヘルド装置を使用する。一般に、これら装置は、電子機器、モータ
ー制御器、家庭向けアプライアンス、電源装置、および配線系統などの広く産業用および
家庭用装置における電気的、機械的、または他の問題を解決するために用いられる。
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【０００２】
　トラブルシューティング時の診断目的で技術者はさまざまな箇所において多数の測定を
行うが、測定を同時またはほぼ同時に行う必要があることがある。個々の測定箇所は、機
器の背部や定位置に連結されたパネルの裏側などのなかなか届きにくいところにあること
がある。また、技術者が測定のためにインターロックを壊さなければならない場合、技術
者および他の人にとって危険な状態が生じるおそれがある。さらに、技術者が機器の背部
に計測機器を接続する必要がある場合、技術者は、他の人の助けを借りるか、または背部
から前面へ何度も移動して機器の操作および計測の読み取りの両方をこなす必要がある。
【０００３】
　それゆえ、技術者が器具の接続および再接続に費やす時間を低減することができるシス
テムが必要である。そのようなシステムにより、技術者は、機器を安全に停止させて適当
な器具を接続して、測定前に、開いたパネルやインターロックを保護することができる。
また、断続的な問題のトラブルシューティングのために同時またはほぼ同時に多数の測定
することができるシステムが必要である。
【発明の概要】
【０００４】
　以下の発明の概要では、発明の詳細な説明において述べる単純化したさまざまな概念に
ついて説明する。当該発明の概要は、特許請求する主題の重要な特徴を特定することを意
図しておらず、また、特許請求する主題の範囲を定める目的で使用されることを意図して
いない。
【０００５】
　本発明の少なくとも一つの実施形態によれば、ホストハンドヘルド測定装置が提供され
る。当該装置は、概して、第１のパラメータを測定し、第１の測定値を決定する測定シス
テムを含む。第１のパラメータは、例えば、電気的パラメータである。当該装置は、さら
に、個別測定装置から少なくとも一つの第２の測定値を受信する受信システムを含む。本
発明の別の実施形態によれば、ホストハンドヘルド測定装置を用いたパラメータ測定方法
が提供される。当該方法は、概して、ホスト装置を用いて第１のパラメータを測定し、個
別測定装置から個別測定装置によって決定される第２の測定値を受信することを含む。
【０００６】
　本発明の別の実施形態によれば、ハンドヘルドモジュール装置が提供される。当該装置
は、概して、第１のパラメータを測定し、第１の測定値を決定する測定システム、および
第１の測定値を個別ホスト測定装置へ送信する通信システムを含み、個別ホスト測定装置
と通信システムとの間の通信リンクは、個別ホスト測定装置のみを起動することによって
自動的に確立する。
【０００７】
　本発明の別の実施形態によれば、ハンドヘルドモジュール装置を用いたパラメータ測定
方法が提供される。当該方法は、概して、個別ホスト測定装置を起動することによってモ
ジュール装置と個別ホスト測定装置との間の通信リンクを起動することを含む。当該方法
は、さらに、ハンドヘルド測定装置を用いて第１のパラメータを測定し、第１の測定値を
決定すること、および個別ホスト測定装置によって決定される第２の測定値とともに表示
するために第１の測定値を個別ホスト測定装置へ送信することを含む。
【０００８】
　本発明の別の実施形態によれば、パラメータ測定のためのハンドヘルドシステムが提供
される。当該システムは、概して、第１の測定を実行可能な主装置を含む。第１の測定は
、電気的、機械的、または物理的パラメータである。当該システムは、さらに、第２の測
定を実行し、第２の測定を主装置へ送信可能な補助装置を含む。
【０００９】
　本発明の別の実施形態によれば、ハンドヘルドシステムを用いたパラメータ測定方法が
提供される。当該方法は、概して、ハンドヘルド主装置を用いて電気的、機械的、または
物理的パラメータである第１の測定を実行すること、ハンドヘルド補助装置を用いて第２
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の測定を実行すること、第２の測定をハンドヘルド主装置へ送信すること、および第１お
よび第２の測定をハンドヘルド主装置のディスプレイに表示することを含む。
【００１０】
　本発明の別の実施形態によれば、ハンドヘルドシステムを用いたパラメータ測定方法が
提供される。当該方法は、概して、主装置のみを起動することによって補助装置を主装置
に結合して主装置と補助装置との間のリンクを自動的に確立すること、主装置を用いて第
１の測定を実行すること、補助装置を用いて第２の測定を実行すること、および第２の測
定を主装置へ送信することを含む。
【００１１】
　本発明の別の実施形態によれば、測定システムのためのゲートウェイ装置が提供される
。当該ゲートウェイ装置は、概して、第１のプロトコルに従ったデータを含む少なくとも
一つの信号であって少なくとも一つのハンドヘルド測定装置からの少なくとも一つの測定
値を含む信号を受信する第１の通信システム、上記データを含む信号を、第１のプロトコ
ルとは異なる第２のプロトコルに従ったデータを含む変換信号へ変換するデータ変換器、
およびデータを収集するデータメモリシステムを含む。
【００１２】
　本発明の別の実施形態によれば、ハンドヘルド測定装置から測定データを収集する方法
が提供される。当該方法は、概して、ゲートウェイ装置の第１の通信システムにおいて、
第１のプロトコルに従ったデータを含む少なくとも一つの信号であって少なくとも一つの
ハンドヘルド測定装置からの少なくとも一つの測定値を含む信号を受信すること、上記デ
ータを含む信号を、第１のプロトコルとは異なる第２のプロトコルに従ったデータを含む
変換信号へ変換すること、およびゲートウェイ装置のデータメモリシステムに上記データ
を格納することを含む。
【００１３】
　添付の図面と併せて下記の発明の詳細な説明を参照することで、本開示の上記特徴およ
びそれによる利点の多くをより容易に理解できるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本開示の実施形態に係るシステムの概略図
【図２Ａ】図１に示したシステムにおける主装置の動作構成図
【図２Ｂ】本開示の一実施形態に係る、図２Ａに示したシステムの発見および結合動作を
示すフローチャート
【図３】本開示の一実施形態に係る主装置の正面図
【図４】本開示の実施形態に係るシステムの実施例を示す図
【図５】本開示の実施形態に係るシステムの実施例を示す図
【図６】本開示の実施形態に係るシステムの実施例を示す図
【図７】本開示の実施形態に係るシステムの実施例を示す図
【図８】本開示の別の実施形態に係るゲートウェイシステムの動作構成図
【図９】本開示の実施形態に係るゲートウェイシステムの実施例を示す図
【図１０】本開示の実施形態に係るゲートウェイシステムの実施例を示す図
【図１１】本開示の実施形態に係るゲートウェイシステムの実施例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本開示の実施形態は、概して、ハンドヘルドシステム、個別コンポーネント、およびそ
のようなシステムおよびコンポーネントを用いた電気的、機械的、および物理的測定パラ
メータのパラメータ測定方法に関する。ここで説明する実施形態は、閉じたパネルやイン
ターロックの裏側に至るまでの複数の異なる箇所における複数の測定パラメータのテスト
やモニタリングに有用である。
【００１６】
　本開示のさまざまな特徴の詳細を説明するに先立って、以下の説明の一または複数の節
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は従来の電気コンポーネントによって実行される論理および動作の観点で提示されたもの
であることを理解すべきである。単一場所に集合するかまたは広域に分散配置されるこれ
ら電気コンポーネントは、概して、コントローラ、マイクロコントローラ、コントロール
ユニット、プロセッサ、マイクロプロセッサなどを含む。当業者であれば、ここに記載し
たいずれの論理も、ハードウェア、ソフトウェア、およびそれらの組み合わせを含むがこ
れらに限定されないさまざまな構成で実施可能であることは理解できるであろう。ハード
ウェアは、アナログ回路、デジタル回路、プロセッシングユニット、ＡＳＩＣ（applicat
ion-specific integrated circuit）など、およびこれらの組み合わせを含むがこれらに
限定されない。システムのコンポーネントが分散配置されている環境では、コンポーネン
トは通信リンクを介して互いにアクセスすることができる。
【００１７】
　いくつかの実施形態を図示および説明したが、本開示の精神および範囲を逸脱すること
なくさまざまな変形が可能であることは言うまでもない。本開示で説明する各実施形態は
、単なる例または例示に過ぎず、他の実施形態よりも好ましいまたは有利であると解釈す
べきではない。ここで提示する実施例は、完全なものであったり、本開示を開示したもの
とぴったり一致する形に限定したりすることを意図していない。さらに、本開示の実施形
態は、ここに記載した特徴を任意に組み合わせて用いることができることは言うまでもな
い。
【００１８】
　図１および図２Ａからわかるように、本開示の実施形態は、パラメータ測定を実行し、
表示するシステム２０に関する。システム２０は、複数のハンドヘルドまたはポータブル
測定装置を含む。例えば、システム２０は、主装置２２および少なくとも一つの補助装置
２４を含む。本開示の実施形態において、主装置２２は、第１の測定を実行することがで
き、補助装置２４は、第２の測定を実行し、当該第２の測定を主装置２２へ送信すること
ができる。
【００１９】
　ここに記載した実施形態の利点の一つは、ユーザーが本開示のシステムを操作して、機
械やインターロックの裏などの遠いまたは手が届きにくい箇所の測定を行うことができる
ことである。これに関して、少なくとも一つの補助装置２４は、主装置２２から離れた位
置にあって少なくとも第２のパラメータのテストやモニタリングをする。それゆえ、主装
置２２は、第１のパラメータのテストやモニタリングおよび結果データをユーザー用に表
示することができるのみならず、主装置２２は、補助装置２４からデータを受信し、当該
データをユーザー用に主装置２２上に表示することもできる。したがって、ここに記載し
たシステム２０によって、ユーザーが補助装置２４のある場所へ行ってデータを読む必要
がないため、ユーザーの作業が簡素化される。
【００２０】
　主装置２２および補助装置２４を含むようなシステム２０を図示および説明したが、測
定を実行し、測定結果を主装置２２へ送信するシステム２０において任意の数の装置があ
ることは言うまでもない。本開示の少なくとも一つの実施形態では、システム２０は、個
別の装置を１０個まで含む。本開示にある実施形態では、システム２０は、個別の装置を
２０個まで含む。本開示の別の実施形態では、システム２０は、個別の装置を何個でも含
む。後ほどより詳細に説明するように、２個よりも多い装置を含むシステム２０において
、システム２０は、主装置２２と一対多（つまりスター）の通信形態で構成される。
【００２１】
　ここに記載したハンドヘルドシステムまたは装置は、概してユーザーが手に持って測定
を実行できるような一または複数の装置を含む。しかし、当該システムまたは装置は、ユ
ーザーが手で持つ必要はなく、ユーザーが持たずに、例えば、支持物または機械に当該シ
ステムまたは装置を取り付けるかまたはぶら下げることで配置してもよいことは言うまで
もない。
【００２２】
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　ハンドヘルドシステム２０は、概して、電気的、機械的、または物理的パラメータなど
の少なくとも一つのパラメータを測定するように構成されている。これに関して、システ
ム２０における一または複数の装置は、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス
、周波数、および一次的な電気的、機械的、または物理的測定から算出される任意の値を
含むがこれらに限定されない少なくとも一つのパラメータを測定するように構成されてい
る。システム２０における一または複数の装置は、ワット数、電力特性、波高因子、およ
びデューティサイクルなどの一次的な測定から算出される値だけでなく、温度、相対湿度
（relative humidity）、音量、磁界、流速、湿度（moisture）、回転速度、圧力、距離
、光、接触赤外線（contact infrared）を含むがこれらに限定されない非電気的または非
機械的パラメータを測定するように構成されている。
【００２３】
　図１および図２Ａを参照して、主装置２２は、ホスト装置である。これ関して、主装置
２２は、システム２０におけるさまざまな装置、例えば、補助装置２４（または複数のモ
ジュール装置）からデータを受信して収集するように構成されている。また、主装置２２
は、一または複数の測定を独立に実行し、そのような測定からデータを収集するテスト機
器である。後ほどより詳細に説明するように、主装置２２は、データがシステム２０にお
ける他の装置から収集されたものか主装置２２によって測定されたものかに拘わらず、デ
ータを表示するディスプレイ３０を含む。
【００２４】
　本開示のある実施形態では、主装置２２は、図３の実施例のようなハンドヘルドデジタ
ルマルチメーターなどのマルチメーターである。これに関して、主装置２２は、一または
複数の測定機能が一つのユニットに組み込まれた電気測定機器である。非限定的な例とし
て、主装置２２は、図３の実施例においてロータリースイッチ１８２の複数の位置として
示されるＤＣ電圧、ＡＣ電圧、抵抗、電導、および電流などの複数の測定を実行すること
ができる。
【００２５】
　補助装置２４は、主装置２２と通信するモジュール装置である。これに関して、補助装
置２４は、主装置２２と同一または異なって構成されている。本開示のある実施形態では
、補助装置２４は、ハンドヘルドデジタルマルチメーターである。本開示の別の実施形態
では、補助装置２４は、例えば、温度モジュール（図４を参照）、クランプメーター（図
５および図６を参照）、またはフレキシブル電流プローブメーター（図７を参照）である
。
【００２６】
　図２Ａを参照して、主装置２２のコンポーネントについて詳細に説明する。主装置２２
は、入出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース２８（例えば、ディスプレイ３０およびユーザー入
力用の入力インタフェース３６を含む）、測定を行う測定システム３２、情報を受信およ
び／または送信する第１の通信システム３４、ＣＰＵ（central processing unit）また
はプロセッサ３８、および情報を蓄積するストレージシステム４０を含むさまざまなコン
ポーネントを含む。主装置２２は、さらに、任意で第２の通信システム４２を含んでいて
もよい。
【００２７】
　装置の個別の構成およびタイプに応じて、ストレージシステム４０は、ＲＯＭ（read o
nly memory）、ＲＡＭ（random access memory）、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ、ま
たはその他のメモリ技術などの揮発性または不揮発性メモリの形でシステムメモリを含む
。当業者であれば、システムメモリは、典型的には、プロセッサ３８によってすぐにアク
セス可能および／または現在操作されているデータおよび／またはプログラムモジュール
を蓄積していることは理解できるであろう。これに関して、プロセッサ３８は、プログラ
ム命令の実行をサポートすることによって主装置２２の計算の心臓部としての機能を果た
している。
【００２８】



(10) JP 2014-32677 A 2014.2.20

10

20

30

40

50

　メモリは、ストレージメモリも含む。ストレージメモリは、情報を蓄積可能にする技術
を用いて実現された揮発性または不揮発性、リムーバブルまたは非リムーバブルメモリの
どのようなものであってもよい。例えば、ストレージメモリは、ハードドライブ、半導体
ドライブ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、または他のディスクストレージ、磁気テープ、磁気デ
ィスクストレージなどであるが、これらに限定されない。ストレージメモリに蓄積された
情報は、プロセッサ２８によってアクセスされるプログラムモジュールおよびデータであ
るがこれらに限定されない。一般に、プログラムモジュールは、個別のタスを実行するま
たは個別の抽象データ型を実現するルーチン、アプリケーション、オブジェクト、コンポ
ーネント、データ構造などを含む。ここで説明したシステムメモリおよびストレージメモ
リは、さまざまなコンピュータ読み取り可能なストレージ媒体を例示したに過ぎないこと
は言うまでもない。
【００２９】
　ストレージシステム４０は、また、主装置２２の測定システム３２および通信システム
３４を通じて補助装置２４の測定システム６２から受信した情報を蓄積することができる
ように構成されている。情報がストレージシステム４０に受信されると、プロセッサ３８
は、命令を実行して測定システム３２または第１の通信システム３４から受信した情報を
ディスプレイ３０にすぐに表示するように構成されている。
【００３０】
　ユーザーが主装置２２とやり取りするために、Ｉ／Ｏインタフェース２８は、プロセッ
サ３８が入力を得てユーザーおよび／またはシステム２０における他のコンポーネントに
出力できるようなさまざまなコンポーネントを含む。図示した例ではキーパッド３６およ
びディスプレイ３０が含まれるが、Ｉ／Ｏインタフェース２８は、ＬＣＤ、ＬＰＤ、ＯＬ
ＥＤディスプレイなどのディスプレイ、キーパッド、ハードまたはソフトキーボード、タ
ッチパッド、コントロール、物理ボタン、スクロールホイール、デジタルペン、トラック
ボール、ジョイスティックなどを含むがこれらに限定されない。少なくとも一つの実施形
態では、ディスプレイ３０は、分離したキーパッド３６を必要としないタッチスクリーン
などのＩ／Ｏインタフェースとして構成されている。Ｉ／Ｏインタフェース２８は、一ま
たは複数の補助装置２４から入力を受信し、ある実施形態では当該装置に出力することも
できる。
【００３１】
　図２Ａを参照して、第１の通信システム３４は、情報を送信および／受信する適当な有
線または無線通信プロトコルを用いて（図１からわかるように）一または複数の分散した
補助装置２４と通信する一または複数のコンポーネントを含む。コンポーネントは、ＵＳ
Ｂ、ＷｉＦｉ（登録商標）、またはＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）を含むがこれらに限
定されない。本開示のある実施形態では、情報は、システム２０において、例えば、特許
（proprietary）プロトコルを用いて補助装置２４から主装置２２へ無線信号によって、
通信される。
【００３２】
　さらに、主装置２２は、個別のコンピュータ、例えば、タブレットやスマートフォンな
どのモバイルコンピュータ、パーソナルコンピュータ、ラップトップコンピュータ、携帯
情報端末などと通信する第２の通信システム４２のような追加の通信回路を含む。通信回
路は、一または複数のネットワーク上で通信を行うモデム、送受信機、および／または受
信回路を含む。無線通信をするために、第１のシステム３４または第２のシステム４２の
いずれか一方の通信回路は、一または複数の適当なアンテナ（図略）を含む。説明の便宜
のため、図２Ａには、通信回路に典型的に含まれるアナログ／デジタル変換器、デジタル
／アナログ変換器、増幅器、デバイスコントローラなどは描いていない。しかし、通信回
路とともに含まれるこれらおよび他のコンポーネントは当業者に周知であり、ここでは詳
細に説明しない。
【００３３】
　ある実施形態では、主装置２２は、コンピュータと通信するように構成され、近距離プ
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ロトコル、赤外線プロトコル、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨプロトコル、ＩＥＥＥ８０２プロトコ
ル、および、ＵＳＢ、イーサネット（登録商標）、またはＲＳ２３２Ｃ接続などの有線接
続を通じて接続される通信装置を含む。
【００３４】
　詳しくは後述するように、ある実施形態では、主装置２２が補助装置２４に接近して置
かれた場合に、Ｉ／Ｏインタフェース２８は、主装置２２を補助装置２４に無線で結合ま
たは接続させることができる。これに関して、補助装置２４は、主装置２２に繋がってそ
れに信号を送信する、送信機、受信機などを含む通信システム６４も含む。
【００３５】
　主装置２２が補助装置２４の近くにある場合、第１の通信システム３４は、主装置２２
が補助装置２４から一または複数の信号を受信できるように発見および結合処理を行うこ
とができ、これにより、主装置２２と補助装置２４が関連付けられる。発見および結合処
理は自動で行われる、またはスイッチ、グラフィカルユーザーインタフェース要素などを
通じてユーザーにより起動することができる。ある非限定的な実施形態では、主装置２２
および補助装置２４は、特許無線信号を通じてペアにされる。
【００３６】
　接続されると、主装置２２は、Ｉ／Ｏインタフェース２８を通じて、補助装置２４から
測定データを受信することができる。測定データは、無線通信または他の通信ネットワー
クを通じて補助装置２４から主装置２２へ提供される。特に、補助装置２４は、補助装置
２４によって生成された測定データまたは他のデータを主装置２２へ提供することができ
る。
【００３７】
　本開示の一実施形態では、図３に示したような主装置１２２の実施例が提供される。デ
ィスプレイ１３０は、主装置１２２および補助装置（図３では省略）の両方からの測定結
果を表示する。例えば、図３に示したように、ディスプレイ１３０は、第１の測定値１５
０および第１の測定タイプ表示１５２（それぞれ、“４６５．２”および“Ｖ　ＡＣ”と
読める）を含む。本実施例では、測定タイプ表示１５２は、ロータリースイッチ１８２で
選択された測定タイプに一致する。さらに、ディスプレイ１３０は、補助装置からの測定
に一致する第２の測定値１５４および第２の測定タイプ表示１５６（それぞれ、“４６６
．５”および“Ｖ　ＡＣ”と読める）を含む。第２の測定値１５４は、太字の“１”とし
て示した識別子１５８によって識別される。
【００３８】
　本実施例では、主装置１２２のディスプレイ１３０は、さらに、第３の測定値１６０お
よび第３の測定タイプ表示１６２（それぞれ、“７４．３”および“°Ｆ”と読める）、
ならびに第４の測定値１６４および第３の測定タイプ表示１６６（それぞれ、“２５．６
”および“Ａ　ＡＣ”と読める）を含む。第３および第４の測定値１６０および１６４は
、太字の“２”および“３”として示した識別子１６８および１７０によって識別され、
主装置１２２に結合または接続された追加の補助装置から受信される。上述したように、
主装置１２２のディスプレイ１３０は、任意の数のさまざまな補助装置からの測定情報を
表示する。
【００３９】
　複数の補助装置の識別子１５８，１６８，および１７０は、ユーザーが容易に識別でき
るように補助装置ごとにカスタム構成が可能である。これに関して、識別子１５８，１６
８，および１７０は、任意の個数の文字または記号を含む。
【００４０】
　図３の実施例からわかるように、ディスプレイ１３０は、測定情報に加えてシステム１
２０に関する他の情報、例えば、危険電圧の測定１７２、危険性１７４、データ送信状態
１７６、主装置１２２のバッテリー状態１７８も表示することができる。ディスプレイ１
３０は、主装置１２２や補助装置の特定の位置（例えば、ＧＰＳによって決定されるもの
）、補助装置の名称または識別情報、または補助装置からの他の情報または測定パラメー
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タなどの他の情報も含む。ディスプレイ１３０に表示された情報は、主装置のバッテリー
状態、補助装置のバッテリー状態、補助装置のデータロギング状態、補助装置のデータ送
信状態、主装置の識別情報、補助装置の識別情報、主装置のＧＰＳ位置、補助装置のＧＰ
Ｓ位置、主装置のデータ、補助装置のデータなども含むがこれらに限定されない。
【００４１】
　本実施例では、Ｉ／Ｏインタフェース２８は、情報入力用のキーパッド１８０、ロータ
リースイッチ１８２、および測定システム１３２を含む。本実施例では、キーパッド１８
０は、“ＨＯＬＤ”、“ＭＩＮＭＡＸ”、“ＲＡＮＧＥ”、および“ＳＨＩＦＴ”などの
標準的なデジタルメーターのボタンを含むさまざまな機能のさまざまなボタン、および標
準的ではない無線機能ボタン１８４，１８６，および１８８を含む。詳しくは後述するよ
うに、例えば、無線ボタン１８４は、押されると主装置２２に通信回路３４を起動させ、
補助装置２４を探索するモジュール発見処理を開始させることができる。補助装置２４が
「発見」されると、ユーザーは“ＳＥＬＥＣＴ”ボタン１８６を用いて補助装置２４と主
装置２２を結合（または切断）することができる。スクロールボタン１８８は、さまざま
な「発見された」補助装置２４間をスクロールするのに用いられる。
【００４２】
　上述したように、ロータリースイッチ１８２は、図３における複数のロータリースイッ
チ位置によって示されるようなＤＣ電圧、ＡＣ電圧、抵抗、導通、および電流の測定のた
めの例示的な選択を含む。しかし、ロータリースイッチ１８２は、いずれのタイプの測定
パラメータを選択するのに用いられることは言うまでもない。さらに、ロータリースイッ
チ１８２は、測定の実行を停止し、装置をシャットダウンする“ＯＦＦ”位置も含む。
【００４３】
　測定機器を接続する測定インタフェース１３２は、測定を実行する機器を接続するさま
ざまな端子を含む。本実施例では、端子は、電流測定および電流周波数の入力である第１
の端子１９０、すべての機器の帰線である第２の端子１９２、および電圧、抵抗、ダイオ
ード、容量、および電圧周波数測定の入力である第３の端子１９４を含む。
【００４４】
　図１および図２Ａに戻り、補助装置２４について詳細に説明する。補助装置２４は、実
質的には主装置２２と同じであるかまたは主装置２２とは異なる。これに関して、補助装
置２４は、図３に示したのと同じデジタルマルチメーターであるか、または補助装置２４
は、他のテスト装置、例えば、温度モジュール（図４を参照）、クランプメーター（図５
および６を参照）、またはフレキシブル電流プローブメーター（図７を参照）である。
【００４５】
　補助装置２４によって行われる測定は、電気的、機械的、物理的、または他のパラメー
タであり、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス、周波数、温度、相対湿度、
磁界、流速、湿度、回転速度、圧力、距離、光、接触赤外線、音量、およびワット数、電
力特性、波高因子、およびデューティサイクルなどの一次的な測定から算出される値を含
むがこれらに限定されない。
【００４６】
　図２Ａの実施例に戻り、補助装置２４は、入出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース５８（例え
ば、補助ディスプレイ６０およびユーザー入力用の入力インタフェース６６を含む）、測
定を行う測定システム６２、情報を受信および／または送信する通信システム６４、ＣＰ
Ｕ（central processing unit）またはプロセッサ６８、および情報を蓄積するストレー
ジシステム７０を含むさまざまなコンポーネントを含む。補助装置２４にディスプレイ６
０は必要ないが備えていてもよい。コンポーネントは、主装置２２に関して説明したコン
ポーネントと実質的に同じであり、それゆえ異なる点以外の再度の説明は省略する。
【００４７】
　補助装置２４は、主装置２２によって制御されるかまたは独立して制御される。これに
関して、ユーザーは、テストのために起動するか、またはユーザーは、主装置２２を用い
て補助装置２４を起動する。また、補助装置２４は、補助装置２４を制御するかまたは主



(13) JP 2014-32677 A 2014.2.20

10

20

30

40

50

装置２２を制御して特定のパラメータ用にセットアップされる。
【００４８】
　補助装置２４は、通信システム６４を起動し、主装置２２が補助装置２４との通信でき
るかを「発見」または確認できるようにモジュール発見処理を開始する通信ボタン２８４
（図４－７を参照）を含む。同ボタン２８４を押圧することで、通信システム６４がシャ
ットダウンされる。「発見」という用語は、主装置２２が補助装置２４から互換性のある
無線信号を探す手続きのことをいう。発見後に、補助装置２４および主装置２２は、互い
に「結合」することができ、無線通信が確立したことを意味する。通信ボタン２８４を含
むものとして図示および説明したが、補助装置２４は、電源が投入されると、通信ボタン
の操作を要求することなく自動的に通信するものであってもよい。本開示の一実施形態に
係る発見手順を開始するために、ユーザーは、主装置２２および補助装置２４のそれぞれ
の通信ボタン１８４および２８４を操作する（例えば、図２Ｂのフローチャートにおける
ブロック８０および８４を参照）。図３の実施例では、送信状態識別子１７６は、発見処
理中に主装置に表示される。操作されると、主装置２２は、定期的、例えば、信号を５秒
おきに１回送信する補助装置２４から送信された信号をリッスンする（例えば、図２Ｂの
フローチャートのブロック８６を参照）。補助装置２４によって送信された信号は、デー
タ信号、存在信号（present signal）、またはその他の信号である（例えば、図２Ｂのフ
ローチャートのブロック８２を参照）。
【００４９】
　補助装置２４が主装置２２によって発見されたとき（例えば、図２Ｂのフローチャート
のブロック８８を参照）、主装置２２に表示が現れる。例えば、補助装置２４のモジュー
ル番号が主装置２２のディスプレイ３０に現れる。発見後、主装置２２は、補助装置２４
と結合される。本開示の一実施形態では、補助装置２４は、主装置２２と自動的に結合さ
れる。別の実施形態では、ユーザーが“ＳＥＬＥＣＴ”ボタン１８６を押して主装置２２
と補助装置２４を結合する。同様に、ユーザーが“ＳＥＬＥＣＴ”ボタン１８６を再び押
して補助装置２４を解除し（例えば、図２Ｂのフローチャートのブロック９０を参照）、
主装置２２との通信から補助装置２４が切断または解放される。複数の補助装置２４が発
見された場合、ユーザーはスクロールボタン１８８を用いてさまざまな補助装置２４間を
スクロールする。
【００５０】
　本開示のある実施形態では、結合処理によって補助装置２４が起動され（例えば、それ
がスリープモードにある場合）、補助装置２４からの情報が定期的に主装置２２へ送信さ
れるように通信が確立される。これに関して、主装置２２は、主装置２４から測定データ
などの情報を要求し、補助装置２４は、主装置２２へ情報を送信する（例えば、図２Ｂの
フローチャートのブロック９２および９４を参照）。例えば、補助装置２４が２０秒おき
に１回の測定を実行するように構成されていれば、測定データが生成されるたびに主装置
２２へ送信される。また、そのような情報は、主装置２２のディスプレイ、例えば、補助
装置２４の識別子１５８、受信データ１５４、およびデータタイプ１５６に表示される。
【００５１】
　主装置２２と一または複数の補助装置２４を切断するために、主装置２２または補助装
置２４の無線が切られる。あるいは、主装置２２は、単に補助装置２４を切断するように
構成されるか、主装置２２は、単に補助装置２４との通信範囲の外に出る。主装置２２と
補助装置２４が切断されても、データを通信および測定するために補助装置２４の無線が
オンのままであれば、補助装置２４は、測定を実行し、ストレージシステム２４０へデー
タを蓄積する。再結合されると、補助装置２４は、結合された主装置２２へ、蓄積された
全データを送信するように構成されている。
【００５２】
　本開示のある実施形態では、システム２０は、主装置のみを起動することによって主装
置２２および補助装置２４が自動的に結合されて補助装置２４が主装置２２と通信するよ
うなシングルエンド結合手続きを含む。これに関して、補助装置２４は、すでに起動され
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ている発見機能に対応して、補助装置２４が定期的、例えば、５秒に１回信号を送信する
ようにセットアップされる。ユーザーは、数時間乃至数日後に、主装置２２を持って領域
に入り、主装置２２の発見ボタン１８４を起動することができる。主装置２２が補助装置
２４を発見すれば、主装置２２は結合すべき補助装置２４を一方的に選択し、補助装置２
４との通信リンクを確立することができる。特定の主装置２２と補助装置２４との間の事
前ペアリングは不要である。ユーザーは、主装置２２にのみ物理的にアクセスでき、補助
装置２４にはアクセスできないこともある。結合後、ユーザーは、主装置２２を用いて測
定を実行することができ、補助装置２４からデータを受信することもできる。
【００５３】
　もちろん、ここで説明したシステム２０の補助装置２２は、複数の主装置２２が同じ補
助装置２４に結合することができるオープン結合に対応している。それゆえ、第１の技術
者が彼の主装置２２を用いて一または複数の補助装置２４から測定結果を読み出し、例え
ば、第１の技術者の主装置２２が補助装置２４から切断された後に、第２の技術者が自身
の主装置２２で補助装置２４から測定結果を読み出すことができる。この構成は、主装置
２２が紛失または破損して交換が必要なときや、さまざまな技術者がさまざまな主装置を
持ってシステム２０の現場を訪れる場合などに特に有用である。さらに、システム２０は
モジュール方式であるため、必要に応じて、オリジナルのシステム２０において追加の測
定用の補助装置２４が常に追加または交換可能である。
【００５４】
　本開示のある実施形態では、システム２０は、補助装置２４が一度に１個の主装置２２
にのみ接続できるように構成される。これに関して、ユーザーが衝突する可能性または補
助装置を読み誤る可能性が大幅に低減する。
【００５５】
　本開示の別の実施形態では、システム２０は、主装置２２および補助装置２４が通信リ
ンクを通じて互いに通信しているときに信号を生成することができる。例えば、補助装置
２４は、主装置２２と通信しているときに、視覚信号、振動信号、または聴覚信号を生成
することができる。また、主装置２２は、通信している補助装置２４を示す信号を生成す
ることができる。例えば、図３を参照して、主装置２２が“１”として識別される補助装
置２４と通信しているとき、ディスプレイ１３０における識別子表示１５８がハイライト
されるかまたは点滅を始める。
【００５６】
　図１を参照して、上述したように、システム２０は、主装置２２が各補助装置２４と直
接的に通信する一対多通信ネットワークとしてセットアップすることができる。ネットワ
ークにおいて個別の各装置が複数の他の装置と通信するメッシュ通信ネットワークと比較
して、システム２０の通信ネットワークは、カバー範囲がより限定的であるが、メッシュ
通信ネットワークよりも大幅に少ない電力で済む。本開示のある実施形態では、主装置２
２と補助装置２４との間の通信半径は、およそ１００ｍ未満である。本開示の別の実施形
態では、主装置２２と補助装置２４との間の通信半径は、およそ２０ｍ未満である。
【００５７】
　通信ネットワークの消費電力削減を考慮すると、主装置２２および補助装置２４は、少
なくとも１００時間持つバッテリー電源で動作することができる。しかし、バッテリー寿
命は、使用するバッテリーのタイプ、システムで行われる測定のタイプ、システムにおけ
るバッテリーの数、およびシステムにおける装置の動作構成に応じて異なることは言うま
でもない。システムにおける各装置の平均余命はさまざまであり、例えば、主装置２２の
平均余命は補助装置２２のそれと異なることがある。システムの他の電源管理機能は、装
置のスリープ（非通信）モードおよび間欠通信（例えば、補助装置２４において、５秒に
１回）を含む。
【００５８】
　次に、システム２０の動作について説明する。ユーザーは、一または複数の適当なタイ
プの補助装置２４を選択し、それらを検査対象の機械に関して適当な位置に配置し、それ
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らを測定を実行するようにセットアップすることでシステム２０をセットアップする。例
えば、発見ボタン２８４（図４－７を参照）を押すことで、補助装置２４が起動され、測
定できるように設定され、通信モードに設定される。上述したように、通信が起動される
と、補助装置２４は、主装置２２によって受信可能（つまり発見可能）な信号を定期的に
送信する。
【００５９】
　そして、ユーザーは主装置２２を起動し、特定のパラメータを測定するように設定する
。ユーザーは、例えば、通信ボタン１８４（図３を参照）を押すことで、主装置２２の発
見モードを起動することもある。主装置２２が一または複数の補助装置２４の場所を特定
すると、ユーザーは、補助装置２４の一または複数を主装置２２に結合し、一または複数
の補助装置２４からの定期的なデータ受信を開始する。データは主装置２２のディスプレ
イ３０で見ることができる。
【００６０】
　次に、図８－１１を参照して、本開示の別の実施形態に係る、ゲートウェイ装置を含む
システムに関して説明する。なお、図８－１１の実施例に係るゲートウェイシステムの構
成は、以下に詳細に説明するように、通信および測定の特徴が異なること以外は、上述し
た図１－７の実施例の多くのコンポーネントと構成部材および動作の点で実質的に同じで
ある。説明の便宜上、図８－１１の実施例で説明するシステム３２０において、図１－７
の実施例で説明したシステム２０における同様の要素については、３００番台の符号以外
は同じ番号で参照する。図８には、本開示の一実施形態に係るゲートウェイ装置３２２を
含むシステム３２０が図示されている。上述したように、ゲートウェイシステム３２０は
、上記のシステム２０と実質的に同じである。同様に、ゲートウェイ装置３２２は、それ
が測定を行う測定装置ではないこと以外は、構成部材および動作の点で上記の主装置２２
と実質的に同じである。
【００６１】
　ゲートウェイ装置３２２のコンポーネントは、入出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース３２８
（例えば、補助ディスプレイ３３０およびユーザー入力用の入力インタフェース３３６を
含む）、補助装置３２４から情報を受信および／または送信する第１の通信システム３３
４、ＣＰＵ（central processing unit）またはプロセッサ３３８、および情報を蓄積す
るストレージシステム３４０、ローカルコンピュータ装置３４４ａまたはインターネット
３４４ｂまたはローカルネットワーク３４４ｃを介したリモートコンピュータ装置に対し
て情報を受信および／または送信する第２の通信システム３４２を含むさまざまなコンポ
ーネントを含む。主装置２２とは違い、ゲートウェイ装置３２２は測定を行わない。
【００６２】
　第１の通信システム３３４は、情報を送信および／または受信する適当な有線または無
線通信プロトコルである。本開示のある実施形態では、情報は、システム３２において、
例えば、特許プロトコルを用いた無線信号で補助装置３２４からゲートウェイ装置３２２
へ通信される（例えば、図９を参照）。それゆえ、ゲートウェイ装置３２２は、少なくと
も一つの通信信号、例えば、少なくとも一つの測定装置３２４からの直接の少なくとも一
つの測定値を含む少なくとも一つの無線信号を受信するように構成されている。
【００６３】
　ゲートウェイ装置３２２は、データを含む無線信号を異なるプロトコルを用いてデータ
を含む変換信号へ変換する信号変換器を含む。例えば、ゲートウェイ装置３２２は、第１
の特許プロトコルを用いる無線信号でデータを受信し、当該信号を、コンピュータ装置３
４４ａ、インターネット３４４ｂ、またはローカルネットワーク３４４ｃへ送信できる第
２のプロトコルを用いる信号へ変換する。本開示の実施形態によると、コンピュータ装置
３４４ａ、インターネット３４４ｂ、またはローカルネットワーク３４４ｃに対して情報
を受信および／または送信するさまざまな第２の通信システム３４２は、ＵＳＢ（例えば
、図１０を参照）、ＷｉＦｉ（例えば、図１１を参照）、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ、イーサネ
ット、セルラー、およびＲＳ２３２通信を含むがこれらに限定されない。
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【００６４】
　ゲートウェイ装置３２２は、さらに、データを収集するデータメモリシステムを含む。
データは、少なくとも一つの補助装置３２４からの複数の測定値または複数の補助装置３
２４からの複数の測定値を含む。それゆえ、図８に図示した実施例のように、第１の通信
システム３３４は、複数の補助装置３２４を含む。本開示のある実施形態によると、ゲー
トウェイ装置３２２は、２よりも多い、７よりも多い、または１０よりも多い無線信号を
、複数の補助装置３２４から同時にまたはほぼ同時に受信する。比較すると、例えば、Ｂ
ＬＵＥＴＯＯＴＨシステムは、７個の個別のコンポーネントのみと通信する。
【００６５】
　上記の主装置２２と同様に、ゲートウェイ装置３２２は、シングル結合システムとして
も構成され得る。これに関して、補助装置３２４は、ゲートウェイ装置３２２のみを用い
てゲートウェイ装置３２２と補助装置３２４との結合をアクティブにすることでゲートウ
ェイ装置３２２と通信することができる。切断するには、ゲートウェイ装置３２２を起動
して補助装置３２４を解放するか、または単にゲートウェイ装置３２２または結合された
補助装置３２４をシャットダウンする。
【００６６】
　ゲートウェイ装置３２２は、ディスプレイを含んでいてもいなくてもどちらでもよい。
ディスプレイを含まないことで、機器構成が簡単になり、また、ゲートウェイ装置３２２
の盗難の危険性も減ると考えられる。本開示のある実施形態では、ゲートウェイ装置３２
２は、ハンドヘルド装置である。本開示の別の実施形態では、ゲートウェイ装置３２２は
、使いやすさを考えて、特定の場所、例えば、機器の制御パネルおよびその近傍に設置ま
たは貼り付けられる。
【００６７】
　ゲートウェイ装置３２２は、さらに、データメモリシステムに収集したデータを操作可
能なデータ操作システムを含んでいてもよい。例えば、データ操作システムは、値の算出
、値の比較、傾向の表示、またはデータのグラフまたはその他の視覚提示の生成を行う。
【００６８】
　本開示の一実施形態によると、ホストハンドヘルド測定装置は、第１のパラメータを測
定し、第１の測定値を決定する測定システムと、個別測定装置から少なくとも一つの第２
の測定値を受信する受信システムとを備え、前記第２の測定値が、第２のパラメータを測
定する前記個別測定装置における測定システムによって決定される。
【００６９】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ホストハンドヘルド測定装置が、少な
くとも前記第１および第２の測定値を表示するディスプレイを備えていてもよい。
【００７０】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ホストハンドヘルド測定装置が、デジ
タルマルチメーターであってもよい。
【００７１】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ホストハンドヘルド測定装置における
前記第１のパラメータは、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス、および周波
数からなる群から選択されてもよい。
【００７２】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ホストハンドヘルド測定装置における
前記第２のパラメータが、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス、周波数、温
度、相対湿度、音量、磁界、流速、湿度、回転速度、圧力、距離、光、および接触赤外線
からなる群から選択されてもよい。
【００７３】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ホストハンドヘルド測定装置のみを起
動することによって前記ホストハンドヘルド測定装置および前記個別測定装置が自動的に
結合されて前記個別測定装置が前記ホストハンドヘルド測定装置と通信するようなシング
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ルエンド結合手順を用いて、前記ホストハンドヘルド測定装置が、前記個別測定装置との
通信リンクを確立してもよい。
【００７４】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ホストハンドヘルド測定装置が、前記
個別測定装置を制御してもよい。
【００７５】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ホストハンドヘルド測定装置が、前記
個別測定装置を制御しなくてもよい。
【００７６】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、１００ｍ未満および２０ｍ未満からなる群
から選択される半径で前記ホストハンドヘルド測定装置と前記個別測定装置とが通信して
もよい。
【００７７】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ホストハンドヘルド測定装置と前記個
別測定装置との間の通信リンクの確立に応じて、前記ホストハンドヘルド測定装置が、ユ
ーザーへの信号を生成してもよい。
【００７８】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ホストハンドヘルド測定装置および／
または前記個別測定装置によって決定された測定値の表示が、前記ホストハンドヘルド測
定装置のユーザーが識別できるように変更可能であってもよい。
【００７９】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ホストハンドヘルド測定装置の前記受
信システムが、複数の測定を実行して複数の測定値を前記ホストハンドヘルド測定装置へ
送信可能な複数の個別測定装置から測定値を受信してもよい。
【００８０】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ホストハンドヘルド測定装置の前記受
信システムが、一対多ネットワークで通信してもよい。
【００８１】
　本開示の別の実施形態によると、ホストハンドヘルド測定装置を用いたパラメータ測定
方法において、ホストハンドヘルド測定装置によって第１のパラメータが測定され、第１
の測定値が決定され、前記ホストハンドヘルド測定装置によって個別測定装置から第２の
測定値が受信され、前記第２の測定値が、第２のパラメータを測定する前記個別測定装置
によって決定される。
【００８２】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記パラメータ測定方法において、前記第
１および第２の測定値の双方が前記ホストハンドヘルド測定装置に表示されてもよい。
【００８３】
　本開示の別の実施形態によると、ハンドヘルドモジュール装置は、第１のパラメータを
測定し、第１の測定値を決定する測定システムと、第２のパラメータを測定可能な個別ホ
スト測定装置へ前記第１の測定値を送信する通信システムとを備え、前記個別ホスト測定
装置と前記通信システムとの間の通信リンクが、前記個別ホスト測定装置のみを起動する
ことによって自動的に確立される。
【００８４】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルドモジュール装置の前記通
信システムが、前記個別ホスト測定装置へ定期的に信号を送信してもよい。
【００８５】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルドモジュール装置が、少な
くとも前記第１の測定値を表示するディスプレイを備えていてもよい。
【００８６】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルドモジュール装置が、ディ
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スプレイを備えていなくてもよい。
【００８７】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルドモジュール装置が、デジ
タルマルチメーターであってもよい。
【００８８】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルドモジュール装置における
前記第１のパラメータが、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス、周波数、温
度、相対湿度、音量、磁界、流速、湿度、回転速度、圧力、距離、光、および接触赤外線
からなる群から選択されてもよい。
【００８９】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルドモジュール装置が、前記
個別ホスト測定装置によって制御されてもよい。
【００９０】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルドモジュール装置が、自律
制御してもよい。
【００９１】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、１００ｍ未満および２０ｍ未満からなる群
から選択される半径で前記個別ホスト測定装置と前記ハンドヘルドモジュール装置とが通
信してもよい。
【００９２】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルドモジュール装置が、ユー
ザーへ情報を伝達する視覚信号、振動信号、または聴覚信号を生成してもよい。
【００９３】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルドモジュール装置が、前記
個別ホスト測定装置の識別ができるように変更可能であってもよい。
【００９４】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルドモジュール装置が、第２
のパラメータを測定し、第２の測定値を決定する第２の測定システムを備え、前記ハンド
ヘルドモジュール装置の前記通信システムが、前記個別ホスト測定装置へ前記第２の測定
値を送信してもよい。
【００９５】
　本開示の別の実施形態によると、ハンドヘルドモジュール装置を用いたパラメータ測定
方法において、個別ホスト測定装置が起動されることで、ハンドヘルドモジュール装置と
前記個別ホスト測定装置との間の通信リンクが起動され、前記ハンドヘルドモジュール装
置によって第１のパラメータが測定され、第１の測定値が決定され、前記個別ホスト測定
装置へ前記第１の測定値が送信され、前記個別ホスト測定装置によって決定される第２の
測定値とともに前記個別ホスト測定装置に表示される。
【００９６】
　本開示の別の実施形態によると、パラメータ測定ハンドヘルドシステムは、第１のパラ
メータを測定し、第１の測定値を決定するハンドヘルド主装置と、第２のパラメータを測
定し、第２の測定値を決定するハンドヘルド補助装置とを備え、前記ハンドヘルド補助装
置が、前記ハンドヘルド主装置へ前記第２の測定値を送信する。
【００９７】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルド主装置が、デジタルマル
チメーターであってもよい。
【００９８】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記パラメータ測定ハンドヘルドシステム
における前記第１のパラメータが、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス、お
よび周波数からなる群から選択されてもよい。
【００９９】
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　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記パラメータ測定ハンドヘルドシステム
における前記第２のパラメータが、電圧、電流、振動、抵抗、容量、インダクタンス、周
波数、温度、相対湿度、音量、磁界、流速、湿度、回転速度、圧力、距離、光、および接
触赤外線からなる群から選択されてもよい。
【０１００】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルド主装置が、少なくとも前
記第１および第２の測定値を表示するディスプレイを有してもよい。
【０１０１】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルド補助装置が、ディスプレ
イを有していてもよい。
【０１０２】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルド補助装置が、ディスプレ
イを有していなくてもよい。
【０１０３】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルド主装置のみを起動するこ
とによって前記ハンドヘルド主装置および前記ハンドヘルド補助装置が自動的に結合され
て前記ハンドヘルド補助装置が前記ハンドヘルド主装置と通信するようなシングルエンド
結合手順を用いて、前記ハンドヘルド主装置が、前記ハンドヘルド補助装置との通信リン
クを確立してもよい。
【０１０４】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルド主装置が、前記ハンドヘ
ルド補助装置を制御してもよい。
【０１０５】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルド補助装置が、自律制御し
てもよい。
【０１０６】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、１００ｍ未満および２０ｍ未満からなる群
から選択される半径で前記ハンドヘルド主装置と前記ハンドヘルド補助装置とが通信して
もよい。
【０１０７】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルド補助装置が、ユーザーへ
情報を伝達する視覚信号、振動信号、または聴覚信号を生成してもよい。
【０１０８】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルド主装置と前記ハンドヘル
ド補助装置との間の通信リンクの確立に応じて、前記ハンドヘルド主装置が、ユーザーへ
の信号を生成してもよい。
【０１０９】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルド主装置および／または前
記ハンドヘルド補助装置によって決定された測定値の表示が、前記ハンドヘルド主装置の
ユーザーが識別できるように変更可能であってもよい。
【０１１０】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記パラメータ測定ハンドヘルドシステム
が、第３のパラメータを測定し、第３の測定値を決定する追加のハンドヘルド補助装置を
備え、前記追加のハンドヘルド補助装置が、前記ハンドヘルド主装置へ前記第３の測定値
を送信してもよい。
【０１１１】
　本開示に係るいずれの実施形態においても、前記ハンドヘルド主装置が、前記ハンドヘ
ルド補助装置と一対多ネットワークで通信してもよい。
【０１１２】
　本開示の別の実施形態によると、パラメータ測定ハンドヘルドシステムは、第１の測定
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を実行する主装置と、第２の測定を実行し、前記主装置へ前記第２の測定を送信する補助
装置とを備え、前記主装置のみを起動することによって前記主装置および前記補助装置が
自動的に結合されて前記補助装置が前記主装置と通信するようなシングルエンド結合手順
を用いて、前記主装置が、前記補助装置との通信リンクを確立する。
【０１１３】
　本開示の別の実施形態によると、ハンドヘルドシステムを用いたパラメータ測定方法に
おいて、主装置によって電気的、機械的、または物理的パラメータである第１の測定が実
行され、補助装置によって第２の測定が実行され、前記主装置へ前記第２の測定が送信さ
れ、前記主装置のディスプレイに前記第１および第２の測定の双方が表示される。
【０１１４】
　本開示の別の実施形態によると、ハンドヘルドシステムを用いたパラメータ測定方法に
おいて、主装置のみが起動されることによって補助装置が前記主装置に結合されて前記主
装置と前記補助装置との間の通信リンクが自動的に確立され、前記主装置によって第１の
測定が実行され、前記補助装置によって第２の測定が実行され、前記主装置へ前記第２の
測定が送信される。
【０１１５】
　以上、さまざまな実施形態について説明したが、本開示の精神および範囲を逸脱するこ
となくさまざまな変更が可能であることは言うまでもない。

【図１】 【図２Ａ】
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【図６】

【図７】



(23) JP 2014-32677 A 2014.2.20

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  ヘンリス　コッペルマンズ
            オランダ国　ケーイー　５４０４　ウーデン　フリンデルスラグ　３
(72)発明者  デイビット　ローレンス　エッパーソン
            アメリカ合衆国　９８２０８　ワシントン　エヴァレット　１２１　プレイス　サウスイースト　
            ３５１９
(72)発明者  ルイス　アルベルト　カッツ
            アメリカ合衆国　９８２０８　ワシントン　エヴァレット　４７　アヴェニュー　サウスイースト
            　１０８３１
(72)発明者  ジェフリー　チャールズ　ハドソン
            アメリカ合衆国　９８２９６　ワシントン　スノホミッシュ　１４１プレイス　サウスイースト　
            ４７２２
(72)発明者  グレン　ホワード　ヴェッター
            アメリカ合衆国　９８２９２　ワシントン　スタンウッド　２８６ストリート　ノースウェスト　
            ２６３０
Ｆターム(参考) 2F073 AA02  AA03  AA21  AA33  AB01  BB02  BB07  BC02  CC03  CC07 
　　　　 　　        CC12  CC14  CD11  DD06  DD07  DE07  DE08  DE13  EE16  EF09 
　　　　 　　        FF01  FF02  FF12  FF13  FF14  FG01  FG02  FG04  FG12  GG01 
　　　　 　　        GG04  GG08 
　　　　 　　  2G035 AB08  AC03  AD26  AD28  AD41  AD44 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

